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今年度、私たちは「異文化体験を行うと

体験者にどのような変化があるのだろう

か」という問いをたて、大学生とサッカー

選手に焦点を当てた 2つの研究を行った。 
（１）大学生の短期異文化体験と異文化

コミュニケーション能力、キュリアビリ

ーフ 
この大学生を対象として研究では短期

間の異文化体験が体験者の異文化コミュ

ニケーション能力とキャリアビリーフに

どのように影響を与えたかを調べた。現

在、日本では日本から海外に出ていく長

期留学者が減少傾向であり、短期留学者

が増加傾向にある。先行研究で、外国語能

力を高めたければ、長期留学が効果的で

あることはわかっている。では短期留学

にはどのような効果があるのか疑問に思

ったのである。アンケートと半構造化イ

ンタビューによる調査により、短期間の

異文化体験であっても、異文化コミュニ

ケーション能力における自文化と他文化

を理解しようとする「態度」と自文化、他

文化に関する「知識」は向上することがわ

かった。また、体験者は異文化で出会う

人々の影響でより広い視野で自身のキャ 
 

リアについて考えられるようになった。 
（２）サッカー選手の異文化体験とアイ

デンティティ、異文化コミュニケーショ

ン能力、キャリア形成 
 この研究では海外移籍に伴う異文化

体験はサッカー選手にどのように影響

するかを調査した。プロサッカー選手に

関する研究はこれまで行われてきたが、

海外移籍がどのように選手に影響する

かについてはあまり研究が行われてい

ない。平均引退年齢が 26 歳であるサッ

カー選手にとってキャリア形成はとて

も重要なことである。本研究では、海外

移籍に伴う異文化体験がキャリア形成

に大きな影響を与えるケースが見つか

った。また異文化体験が職業的アイデン

ティティや異文化コミュニケーション

能力にも大きく影響を与えることがわ

かった。 
（３）今年度の研究からの示唆 
 異文化体験は異文化コミュニケーシ

ョン能力の向上に寄与するだけでなく、

キャリア形成やキャリアビリーフに大

きく影響することがわかった。キャリア

形成は生き方に大きく影響すると考え

られる。そして、これは大学生にも、社

会人でもあるサッカー選手にも当ては

まった。また短期間であってもキャリア

についての考え方に影響した。本研究の

成果が一人でも多くの人にとって助け

となることを願う。 


